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方向規正装置をつけた原子核乾板によって， 地磁気緯度 240N における， 一次宇宙線中の重い原子核
(Z;;?:6) の，地磁気効果を測定した。
重一次宇宙線の積分エネノレギースペクトノレが
N(;;?:E)=K ・C1 +E) ーγ
で表されると仮定し，測定された方位角分布を，地磁気による cut off 理論と比較して， r を求めた。
得られたイ直は
r= 1. 26 士 0.35
で， Kaplon 等の結果とは一致するが，他の多くの結果とは一致しない。乙の喰いちがいは，太陽活動によ
る変調の影響として説明される。
(注)求められたエネノレギースペクトノレのエネノレギー範囲は， 4--25 GeV である。
論文の審査結果の要旨
官恒君の論文「地磁気緯度 24 0N に於ける一次宇宙線中の重い原子核の研究」は原子核乾板のスタック
を高空に飛昇させ，その中に映像された重い原子核の飛跡を観測し， 重い一次宇宙線のエネノレギー・スペ
クト Jレのエネ jレギ一範囲による依存性を求めて， 宇宙線の起源に関して寄与し，その時間的変化が太陽活
動の変化に依る乙とを発見して太陽磁場の変化の起因を明らかにした研究である。
この観測結果は1957年 9 月 28 日に ， 0.61 の原子核乾板スタックに精確な磁気的方向規正装置を整備して，





にたいして (0.85 士 0.06 粒子/m2， sec. sterad) , Z三 10 にたいして (0.55士 0.09 粒子/m2， sec, sterad) , 
またグラフ外挿法から， 6三三Z三三 9， (0.95 土 0.05) ， Zz10, (0.60士 0.08) の値を得ている c
ほかに，地磁気緯度 00 ， 10 0 , 30 0 , 40 0 , 50 0 附近で測定された fiux の値はあるが， 200 附近での測定
は始めてである。彼が求めた値は，重い一次宇宙線の緯度効果を考慮すると， 適 ~j なイ直を得ているといえ
ょう口
一次宇宙線の積分エネ lレギー・スペクトルが N(>U)=KU-γ で表わされることは知られている。 U は
入射粒子の全エネノレギー， N(>U) は U以ー上の全エネノレギーをもっ粒子数である。
彼は非対称の比 R(ψ)=F匂)/F(ψ-1800 ) を方位角 ψ の関数として求め，慎京な統計的取扱いにより，
T= 1. 26 士0.17 なる値を得た。乙の数値は地磁気緯度から考えて，エネルギーの範囲が 4-25GeV/n のと
ころで求めたものである。この結果は全一次宇宙線のさらに高いエネノレギー (-100GeV/n) (主として陽
子)までの T の値と余り変わらない。 とのととは重い一次宇宙線に有利な加速機構を考えなければならな
いことを意味する D
この 7 の測定は 11年の周期をもっ太陽活動の最感期に行・なわれたものである口 他の時期に行なわれた T
の測定値， Kaplon et al. の 1.35 士 O. 15, Daniellson の 14.8士 0.18 と比較した結果， 1GeV /n 以下で見
られた太陽活動によるエネ Jレギー・スペクトノレの変動が， 4-25GeV/n の高エネ jレギ一個域にも存在する
ととを発見した。この程度の変化は Elliot の仮説(コロナ電流による太陽磁場の変化により起る遮断)に
よっては可能であるが， Parker の仮説(太陽からのイオン流の変化による遮断)によっては説明きれな
し可。
宇宙線の起源，空間強度など宇宙線そのものの研究の少い我国において， 乙のような方向規正の秀れた
飛昇実験によって， 4-25GeV/n の範囲での信頼度の高い重い一次宇宙線のエネノレギー・スペクトルを得
て，宇宙線の加速機構に寄与したこと， そのエネノレギー・スペクトノレの変化が太陽活動の変化によるとと
を発見し，太陽磁場の変化の起因を明らかにした点で有意義な研究であり， 参考論文の内容とあわせ考え，
理学博士の学位論文として十分価値あるものと認める。
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